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上：「八重桜」（右：循環農学類　統計学研究室　毛利泰大）
　本学構内Ｃ２号館前のローンに咲く「八重桜」の美しさに目を奪われます。満
開になった今年の桜の美しさを友達と一緒に見る経験をして欲しいと願いつつ、
旧約聖書のコヘレトの言葉の一節を贈ります。
「ひとりよりもふたりが良い。共に苦労すれば、その報いは良い。」�
� （コヘレトの言葉４章９節）

近親憎悪から平和へ（エフェソの信徒への手紙２章14節） 
　―― ロシアのウクライナ侵攻とキリスト教の罪 ――�
� 　宗教主任・循環農学類キリスト教応用倫理学研究室　小林　昭博

「新入生へのメッセージとKGKの活動内容について」�
� 環境共生学類２年　大久保謙信

「イエスとは何者か」「統一協会」の問題をめぐって�
キリスト教について考える 聖書：マルコによる福音書８章27～30節�
� 　日本キリスト教団名寄教会牧師・名寄幼稚園園長　日向　恭司
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宗教主任・循環農学類キリスト教応用倫理学研究室　小林　昭博

　14なぜなら、キリストこそがわたしたちの平和であり、両者をひと
つにし、その肉において隔ての中垣を、すなわち敵意を打ち壊したか
らです。
� （エフェソの信徒への手紙２章14節［私訳］）

　ユダヤ教からキリスト教へ
　キリスト教はイエスが弟子たちと紀元30
年頃に始めた活動に遡りますが、それは「ユ
ダヤ人＝ユダヤ教徒」によるユダヤ教内の
革新運動という性格を持っていました。こ
の運動がユダヤ教から分離してキリスト教
へと変貌を遂げるのは、１世紀末から２世
紀にかけてのことだったと考えられます。
　その歴史的背景としては、70年にローマ
がエルサレムとその神殿を破壊したことが
決定的に重要です。つまり、第一次ユダヤ
戦争（66〜73年）を契機として、この革新
運動をも含むユダヤ人は地中海東岸のパレ
スティナから地中海世界の諸都市にディア
スポラ（離散者）として移住せざるを得な
くなり、それに伴って教会の中心もまたエ
ルサレムのユダヤ人キリスト教会から地中
海諸都市の異邦人キリスト教会に移行せざ
るを得なかったということです。

　異邦人キリスト教徒と
　ユダヤ人キリスト教徒の対立
　エフェソ書はキリスト教がユダヤ教から
分離独立していく過程の１世紀末にパウロ
の名によって著されました。この書簡には
地中海世界に進出したキリスト教がユダヤ
教という民族宗教からキリスト教という世
界宗教へと変容する途上において、異邦人
キリスト教徒とユダヤ人キリスト教徒の間
に生じていた軋轢が敵意として立ち現れて

いる状況が反映されています。エフェソ書
の著者はこのような対立関係に陥った両者
を和解させることをひとつの目的としてこ
の手紙を書いたのです。
　そして、このテーマが最も明瞭に表され
ているのが、冒頭に引用した２章14節が含
まれるエフェソ書２章11−22節です。この
テクストにおいて、エフェソ書の著者は異
邦人キリスト教徒とユダヤ人キリスト教徒
に対して、イエスが「その肉において隔て
の中垣を、すなわち敵意を打ち壊したから
です」と訴えかけています。これはイエス
の死を人類の罪のための贖罪死として捉え
るだけではなく、イエスの死が敵対する者
たちの間に立ちはだかる「隔ての中垣」で
ある「敵意」をも打ち壊し、和解させるた
めのものであるとして、両者を説得しよう
とする試みです。

　近親憎悪
　では、なぜ異邦人キリスト教徒とユダヤ
人キリスト教徒は互いに敵意を持ってし
まったのでしょうか。異邦人キリスト教徒
は、ユダヤ教の伝統を継承するユダヤ人キ
リスト教徒が新参者である自分たちを見下
していると感じてしまうことがあったよう
です。その反対に、ユダヤ人キリスト教徒
は、異邦人キリスト教徒がユダヤ教の伝統
を古くさいものとして無碍にしていると感
じていたようです。このことから、双方に
不満が噴出し、それが敵意となって渦巻い

近親憎悪から平和へ（エフェソの信徒への手紙２章14節）
―― ロシアのウクライナ侵攻とキリスト教の罪 ――



DEAI ❸

てしまっていたのです。
　この状況は両者が異邦人とユダヤ人とし
て、互いを遠い存在としていたなら生じる
ことすらなく、双方が同じ神を信じる近し
い存在になっていたがゆえに、互いの考え
や習慣の違いが目についてしまうように
なったことで生じてしまったと言えます。
全く異なる遠い相手であれば、端から相手
は違うものだと思えるのに、近い関係であ
ればこそ、僅かな違いも許せないのです。
つまり、これは近親憎悪だったのです。

　ロシアのウクライナ侵攻と
　キリスト教の罪
　2022年２月24日に開始したロシアのウク
ライナ侵攻は長期化の様相を呈していま
す。ウクライナの人々の恐怖がどれほどか
と想像しても、その現実を容易に知ること
などできません。また、両国の兵士たちは
好き好んで戦争をしているわけではありま
せんし、安全な場所から指令を出す為政者
たちが生命の重さよりも国家の威信を重視
する状況に怒りと悲しみが込み上げてきま
す。
　このような為政者たちの無用な虚栄心は
まさに人間の罪と言えるものです。だが、
それ以上にロシア正教会のモスクワ総主教
キリル１世が、プーチン大統領の長年の盟
友として、ウクライナ侵攻を強烈に後押し
していることは極めて重い罪だと言わざる
を得ません。

　酪農学園とキリスト教の取り組み
　2022年３月２日に酪農学園は大学長と高
校長の連名で「ロシアのウクライナ侵攻の
中止、両国の平和を求める」声明を出し、
３月10日には大学キリスト教委員会が「ロ
シアのウクライナ侵攻の中止、停戦の合意、
両国の平和を求める声明」を公にしました。
また、４月25日〜５月20日の期間に学園と
してウクライナ支援募金を実施していま
す。
　個々の支援は小さなものですが、武力に
よらない支援の輪を広げていくことには大
きな意義があります。酪農学園が関係する

日本キリスト教団も平和に向けた働きかけ
を続けていますが、2022年３月10日に日本
ハリストス正教会が「愛と平和の希求」と
題する声明を公にしていることは特に重要
です。

　近親憎悪から平和へ
　ロシアのウクライナ侵攻は古代・中世か
ら引きずっている東欧と西欧の文化的対立
がその背景にあります。だが、この対立は
双方が互いを遠い存在として認識している
ゆえに、冷戦に象徴される静かな対立に留
まっていた面があることは否めません。だ
が、それに対してウクライナが西側世界を
象徴するNATOに加盟することは、それ
こそ東側世界に対する裏切りや寝返りに映
り、まさに近親憎悪として両国の間に敵意
が剥き出しになったと言えるのです。
　エフェソ書２章14節は「なぜなら、キリ
ストこそがわたしたちの平和であり、両者
をひとつにし、その肉において隔ての中垣
を、すなわち敵意を打ち壊したからです」
と訴えることで、近親憎悪を克服し、平和
に生きるように促しています。この聖書の
言葉に最も謙虚に耳を傾ける必要があるの
は、ロシア正教会とウクライナ正教会を仰
ぐ両国の為政者たちであり、そして両正教
会の総主教たちではないでしょうか。
　キリスト教主義を掲げる酪農学園大学も
また、在学生と教職員の思いとして、新入
生のみなさんと一緒に、ウクライナとロシ
アが近親憎悪から平和へと至る道のりにそ
の一歩を踏み出せるよう祈りつつ尽力して
いきたいのです。
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環境共生学類２年　大久保謙信

「新入生へのメッセージとKGKの活動内容について」

　新入生の皆さん、
入学おめでとうござ
います。これから新
しい生活が始まって、

新しい仲間達との出会いがあったりな
ど、楽しい大学生活が待っていること
でしょう。私が皆さんに伝えておきた
いことが１つあります。それは大学生
活はものすごくあっという間だという
ことです。まだ始まって１年しか経っ
ていませんが、この１年は本当にあっ
という間で、残りの３年間は一瞬で終
わるんだと痛感しました。
　私はこの１年過ごしてきましたが、
やりたいことがあっても自分から行動
せず怠けた生活を過ごし、結局やらな
かったということがよくありました。
このようなことが続くと、今一番時間
があるこの大学生活で何も経験するこ
となく時間が過ぎていってしまうのは
勿体無いと感じ、今年からは自分から
行動していきたいと思っています。皆
さんものんびり構えて大学生活を送っ
ていると、時間だけが過ぎていき、何
も経験を積めずに卒業してしまいま
す。ですから、少しでも自主的に行動
し、たくさん経験を積んで、悔いのな
い大学生活を送って下さい。そして、

友達と遊んだり、どこか出掛けに行っ
たりなど、大学生の時にしかできない
ことをたくさんして、楽しい日々を
送って下さい。
　私は現在KGKというサークルに所
属しています。そもそもKGKってど
ういうサークルなのか知らない人達が
多くいるかもしれません。KGKとは
キリスト者学生会を略した呼び名で、
主に聖書を読んで、その箇所はどうい
う意味なのかを毎回テキストに沿って
皆んなで考えたり、話し合ったりする
「聖書研究」ということを行っていま
す。
　これだけ言われると、堅いイメージ
を持つ人達が多少いるかもしれませ
ん。確かに、真面目な部分はあります
が、実際は皆んなでアイスブレイクを
したり、雑談をしたり、活動が終わっ
た後はご飯を食べに行ったりなど、結
構ゆるく、楽しく活動しています。そ
して何より、そこにいる部員やスタッ
フの皆さんはとても優しく、良い人達
ばかりです。
　私は人見知りで、初対面の人と話す
と緊張したり、その場に慣れるまで時
間が掛かることがあります。なので、
最初にKGKの活動に参加した時は緊
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張しっぱなしで、あまり話すことがで
きませんでした。けれど、その人達か
らは私を歓迎してくれたり、優しく接
してくれたり、たくさん話しかけてく
れたりしてもらいました。そのおかげ
で、すぐに打ち解けることができ、今
ではすっかりそこに馴染んでいます。
また、このKGKというサークルはこ

の大学だけではなく、他の大学にもあ
ります。なので、他の大学との交流が
あり、色々な大学の人達と仲良くなる
ことができます。
　KGKは楽しいし、雰囲気もとても
良い場所なので、もし興味があれば是
非参加して見て下さい。
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『イエスとは何者か』
「統一協会」の問題をめぐってキリスト教について考える 聖書：マルコによる福音書８章27～30節

日本キリスト教団名寄教会牧師・名寄幼稚園園長　日向　恭司

　キリスト教とは何か
　昨年、わたしが宗教
主任を務めている名寄
幼稚園の先生から「わ

たしはキリスト教信仰は持っていないけれ
ど“キリスト教とは何か”ということを少
しでも知った上で働きたい。」という相談
を受けました。本来はとても一言では答え
られない難しい質問でしたが、わたしなり
の端的な答えを出してみました。それは、
「キリスト教は“イエスとは何者か”とい
うことを追求しながら、イエスと共に生き
る宗教である。」ということです。
　イエスがどういう存在かという本質的な
ことだけではなく、どういう時に喜び、ど
ういう時に怒り、どんな人々に優しく、ど
んな人々に厳しいかという人格を知ること
も大切なことです。それは新約聖書の福音
書に記されています。

　人は何と言っているか
　福音書の中でイエスは弟子たちに「人々
はわたしのことを何者だと言っているか」
と尋ね、弟子たちは「洗礼者ヨハネだとい
う人や、エリヤだという人や、預言者の１
人だという人たちがいます。」と答えまし
た。現在は一般的にどのように言われてい
るでしょうか。興味のある方はネットで検
索してみて下さい。
　次にイエスは弟子たちに「ではあなたが
たはわたしを何者だと言うか」と聞きまし
た。それに対してペトロは「あなたはメシ
ヤです。」と答えています。「メシヤ」とい
うのは一般的に「救世主」と訳されます。「イ
エスは救い主」というのは、キリスト教の
信仰の根幹にあたる部分です。
　ただペトロの「あなたはメシヤです。」

という答えは、その意味を少し深掘りして
みると必ずしも正解とは言えません。ペト
ロがそれを告白した時代、「メシヤ」とい
うのは「政治的にローマ帝国からユダヤ民
族を解放してユダヤ人の国を作る新しい
王」であると認識されていたからです。イ
エスの働きと生涯は全く違う歩みでした。
ですから、わたしが最も大切な事として皆
さんに伝えたいのは、ペトロが答えた「イ
エスはメシヤです」という言葉ではなく、
イエスが「あなたがたはわたしを何者だと
言うのか。」と弟子たちに尋ねた、その“問
い”です。

　あなたは何と言うか
　もし皆さんに「あなたはイエスを何者だ
と言うのか」、「あなたにとってはイエスと
はどういう存在か」と問われたとしたら、
皆さんはどう答えるでしょうか。キリスト
教は、その問いに対して他人がどう言って
いるかということではなく、辞書にどう書
かれているかではなく、「自分はどう思う
のか」という答えを探す宗教であると思う
のです。

　「統一協会」について
　さて、昨年から社会を騒がせている「統
一協会」のことにも触れておきたいと思い
ます。わたしは37年前大学３年の春にキリ
スト教の洗礼を受けましたが、そのきっか
けは統一協会でした。大学受験の予備校に
通うために田舎から札幌に出てきたばかり
の７月くらいだったと記憶していますが、
下宿に統一協会の方が訪問してきて世界情
勢や人生についてのセミナーがあるから来
てみないかと誘われました。初めは「宗教
ではない。世界情勢や人生についてのセミ
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ナーです。」と聞いたので、興味をもって
参加してみました。
　詳しい話しは省略して結論を言うと、自
分が中学・高校時代にとっくにあきらめて
いた「戦争の無い平和な世界」を本気で実
現させようとしている人たちがそこにいる
と思いました。その思想だけでなくそこに
いた人たちが心から信頼できる人たちであ
ると感じ、ルームシェアをしながら大学２
年の終わりまで約２年半信者として活動し
ましたが、本当のキリスト教会との出逢い
から統一協会を脱会することができ、それ
以来キリスト教信仰を持って生きてきまし
た。
　統一協会の教えの怖さは実際に聴いてみ
るとそれなりに説得力があり、誰でも信じ
てしまう可能性があるということと、その
教えを学んでいくうちに「自分で考えるこ
と」「自分で判断すること」「自分で決める
こと」にこそ罪があると思わされ、その教

えを信じる以外に道はないという結論に導
かれていくことです。

　自分自身の答えを
　「信仰」というのはどこまでも自由意志
によって選ぶものです。「あなたはどう信
じるのか？」という問いに対して、「何も
信じない」ことも含めて、各自が自分の答
えを探し続けることができるのです。
　酪農学園大学は「キリスト教主義」を掲
げる大学ですが、言うまでもなく皆さんに
キリスト教信仰が強制されることはありま
せん。でも、せっかくこの大学と出逢っ
たからには、ここにいる間だけでも自分に
とって「キリスト教」とは何か、自分にとっ
て「イエス」とはどういう存在かというこ
とについて、誰かが出した答えではない、
自分自身の答えを探してみていただけたら
と願っています。
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〔酪農学園大学公式サイト〕

酪農学園大学キリスト教委員会
〒069−8501　北海道江別市文京台緑町582番地

Tel.  011−386−1111（代表） 　酪農学園大学は、2020年度（公財）
日本高等教育評価機構による大学機関
別認証評価において大学評価基準に適
合していると認定されました。

あ と が き
切にし、カルトの問題にも細心の注意
を払ってきました。心配なことがある
ときには、遠慮なく学生支援課、アド
バイザーの先生、宗教主任に相談して
ください。� （A.K.）

　『出会い』88号（入学式号）をお届
けします。酪農学園大学はプロテスタ
ントに属するキリスト教主義大学であ
り、『出会い』のメッセージにもあり
ますように、平和教育や人権教育を大

大学礼拝への招待
　酪農学園大学はキリスト教主義大
学として、創立以来大学礼拝を大切
にしてきました。大学礼拝は建学の
精神である「三愛主義」（神を愛し、
人を愛し、土を愛す）を経験する実
学教育の場であり、授業期間中の毎
週火曜日の２時限（午前10時40分〜
12時10分）は大学礼拝の時間に充て
られており、学生、教職員が出席で
きるよう、この時間には授業等が入らないように配慮されています。新型コ
ロナウイルス感染防止対策として、2020〜2022年度の３年間、通常の対面の

礼拝を中断し、オンデマンドの動画配信
によるリモート礼拝を実施してきました
が、2023年度から大学礼拝はクラス分け
を行ったうえで対面に戻し、リモート礼
拝とのハイブリッド形式で行います。新
入生だけではなく、対面礼拝を経験して
いない在学生にも対面での礼拝の機会を
設けます。感染防止対策も必要となりま
す。引き続きご理解とご協力をお願いし
ます。新入生のみなさんが積極的に出席
してくださることで、黒澤記念講堂が学
生でいっぱいになることを願いつつ、大
学礼拝にご招待いたします。

（宗教主任　小林昭博）

【学生で賑わうコロナ前の対面時の大学礼拝】

【コロナ後のひっそりとした黒澤記念講堂】


